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昭利28年度 (昭利28年 4月-昭利29年3月)
に於ける岡山大学温泉研究所の研究業績
Ⅰ.口 演 題 目
A 温 泉 に 関 す る も の
温 泉 化 学
1･梅本春次 :鳥取県三朝温泉の地球化学的研究 (第6-8報)
放射能泉中の二,三の放射性元素について (その1-3)
日本化学会 第6年会 昭和28年4月.
2.杉原 健 :温泉の老化に関する研究 (第1報)
三朝温泉の湧出後のラドン含有量の変化 日本化学会 第6年会 昭和28年4月.
3.梅本春次 :温泉地の井戸水中並びに土壌に附着しているCl一,SO42-について (第7報)
温泉所在の化学的探査法の可能性 日本化学会中国四国支部常会 昭和28年5月
4.杉原 健 :温泉の老化に関する研究 (第2報)
三朝温泉の湧出後の珪酸塩の変化 仝 上
5.梅本春次,御船政明:温泉植物成分の化学的研究 (第1報)
無頼成分について (その1) 仝 上
6.木村健二郎,梅本春次 :湿泉地の井戸水中並びに土薮に附着しているCl一,SO42~について
(第8報)
鳥取県桧崎温泉,東郷温泉,躍捜温泉.口本化学会地球化学討論会昭和28年10月
温 泉 医 学
7.青田作衛:放射能泉入浴の血中鉱質に及ぼす影響
第18回 日本温泉気候学会給会 昭和28年4月.
8.大島良雄 ‥三朝,浜村,鳥取湿泉欽川の実験的過血糖に及ぼす影響
第18回 日本温泉気候学会絵会 昭和28年4臥
9.田中良憲 ･ラツテ性周期に及ぼす温泉浴の影響
第18回 日本温泉気候学会総会 昭和28年4月･
10.横田剛男,上田良雄 .･放射能泉及び硫酸イオン泉内用の阻汁分泌に及ぼす影響について
第18回 日本温泉気候学会総会 昭和28-年･4月･
ll.小野田進:湿泉浴の放射線障碍に及ぼす影響 (第2報)
第18回 日本温泉気候学会稔会 昭和28-年4月･
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12.岡田俊邦‥温泉による発癌防止の研究 (1)温泉地癌死亡率の統計的観察
第18回 日本温泉気候学会給会 昭和28-'rF-4B.
13.横田剛男‥放射性同位元素による温泉作用の研究 (3)
第63回 岡山医学会総会 昭和28年6月･
14.森永 寛,岸田専蔵 :鳥取県下2,3温泉の食酔性過血糖に及ぼす影響
第8回 日本内科学会中国四国地方会 昭和28年10月･
B 温 泉 に 関 し な い も の
15.大畠良雄,上田良雄 :結合組轍成分の医学的研究 (第4報)
第50回 日本内科学会総会 昭和28年4月･
16.岸田専蔵,コンドロイチン硫酸の医学的研究 (4)
S巧r,で labelした コンドT,イテン硫酸ナ日)ウムの体内分布に就いて
第64回 岡山医学会総会 昭和28年6月･
17･青田作衛:家族性溶血性黄症の追加症例
第8回 ET本内科学会中国四国地方会 昭和28年11月.
18.田中良憲,岡田俊郎:羅婦人科疾患による三朝温泉湯治客の統計的観察
日本産科婦人科学会鳥取地方部会集談会 昭和28年11月.
Ⅱ.論 文 題 目
A 温 泉 に 関 す る も の
温 泉 化 学
1･梅本春次 :硫酸イオンの簡易牛定量法,分析化学,2,34(1953)
2･梅本専攻 :放射能泉中のRaBの定量法,分析化学,2,201(1953)･
3･ShunjiUmemoto:OntheEquilibrium betweenRadon,Radium andRadium Bin
RadioactiveMineralWaters,BulLchem･Soc.Japan,26,160(1953).
4･杉原 健 :温泉の老化に関する研究
(第1報)三朝温泉の湧出後のラドン含有量の変化,同大塩析報,ll,1(1953)
(第2報)三朝温泉の湧出後の珪酸塩の変化 ,! 1T,14(1953)
51木村健二即,梅本春次 :洩泉地の井戸水中並びに土壌に附着しているCl一,SO42-について
(第8報〕鳥取県松崎温泉,東郷温泉,浅津泥炭,同大温研報,12,1し1953)
6･杉原 健 :温泉の老化に関する研究 (第3報)
湿泉水中の珪酸塩の潜存状態,岡大塩研級,13,6(1953)
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7･梅本春次,御船政明:渦泉植物成分の化学的研究 (第1報)
無磯成分について (その1),同大混研報,12,ll(1953)
8･ShunjiUmemoto:PhotometricDeterminationofMagnesium inNaturalWaters,
岡大過研報,13,1(1953)
9.大畠良雄,芦沢唆 :繰穿泉に関する研究 (4)
繰琴泉飲用後血液内微量金属元素の動きについて,同大温研報,13,15(1953)
10.大畠良雄,山田向春,御膿政明.･鳥収県下温灸のラドン含有量について,岡大漁研報,14,
1(1953)
ll.梅本春次 :河川の水位が温泉に及ぼす影響について,同大況研報,14,15(1953)
温 泉 匡 畢
12.大畠良雄 :紳経痛の温泉療法 今口の診療 1(5),昭和28年4月･
13.横田剛男:放射能泉及び硫酸イオン泉内用の胆汁分泌に及ぼす影響
岡山大学温泉研究所報告 (ll)19,昭和28年6月･
14.田中良竃 ‥婦人の牲機能に及ぼす温泉浴の影響に関する臨林的並に実験的研究
第2編:ラッチ性周期に及ぼす温泉浴の影響,岡大塩研報,(ll)28,昭和28年6月･
第3編 ‥作用機序に関する内分泌学的考察･ 仝 上 (ll)42†昭和28年6月･
第4編 ‥家兄生体子宮卵管運動に及ぼす温泉浴の影響 全土(ll)56,昭和28年6月･
15,大畠良雄 ‥温泉水のIndicedenutri亡ionと酸化還元電位
岡山大学温泉研究所報告 (12)15,昭和28年9札
16.田中艮憲:産婦人科領域に放ける温泉療法の経験 (4)
産婦人科疾患による三朝温泉湯治客の統計的観察
岡山大学温泉研'-)tL一所報告 (12)21,昭和28年9月･
17.岡田俊郎 :温泉による発癌防止の研究
(1)温泉地癌死亡率の統計的観察
岡山大学温泉研究所報昔 (12)26,昭和28年9日･
18.岡田俊郎 ‥温泉浴の放射線障曙に及ぼす影響
肝カタラーゼ活性値に見られた変化
岡山大学温泉研究所報昔 (12)30,昭和28年9月･
19.雫田作衛 :放射能泉に関する研究 (‡‡Ⅹ屯)
放射能泉入浴の血中鉱質に及ぼす影響
岡山大学温泉研究所報昔 (12)34,昭和28年9月.
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20･横田剛男:放射性同位元素による温泉作用の研究 (3)
岡山大学温泉研究所報告 (13)21,昭和28年12月.
21.森永 寛 :繰賛泉に関する研究 (3):藤野鉱泉飲用と胃酸分泌
岡山大学温泉研究所報普 (13)9,昭和28年12月.
22･田中良憲:婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響に関する臨畔的並に冥験的研究 (5)
ラッチ問脳内Acetylcholin棟物質量の洩泉浴による変動について
岡山大学温泉研究所報告 (13)31,昭和28年12月.
23.森永 寛=皆生温泉,浅津温泉,浜村温泉並に藤野鉱泉の飲用と食餌性過血糖
岡山大学温泉研究所輯肯 (14)22,昭和29-iF･3月.
24.岡田俊郎:ラッチのエーテル射晴に及ぼす温泉浴の影響
岡山大学温泉研究所報告 (14)30,昭和29年3月.
25.田中良憲,長谷川安正:婦人の性機能に及ぼす温泉浴の影響の関する臨休的並に実験的
研究 (6)
ラッチの脳下垂体前菜,卵巣,副腎に於ける今氏銀反応と三朝温泉浴
26･長谷川安正:産婦人科領域における温泉療法の経験 (5)
娼婦の三朝温泉飲用と肝機能
岡山大学温泉研究所報告 (14)38,昭和29年3月･
B 温 泉 に 関 しな い も の
27.小野田進 :赤血球沈降速度の季節的動揺
岡山大学湿泉研究所報普 (ll)66,昭和28年6月.
28.外囲正純:腰背痛と沢田反応
岡山大学温泉研究所報告 (ll)72,昭和28年6月.
29.小野田進:嚢胞肺の一例
岡山大学温泉研究所報告 (ll)77,昭和28年6月.
30.吉田作衛:家族性溶血性黄症の一例
岡山大学温泉研究所報告 (ll)81,昭和28年6月.
31･ 岸田専蔵:コンドロイチン硫酸の医学的研究 (4)
S35でlabelしたコンドロイチン硫酸ナトリウムの体内分IAjについて
岡山大学温泉研究所報告 (12)42,昭和28年6月.
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32･青田作衛:家族性溶血性帯症の追加症例
岡山大学温泉研究所報告 (12)52,昭和28年9月.
33･音田作衛･岸田専蔵･'慢性Folidol中毒 と思われた2例
岡山大学温泉研究所報告 (13)44,昭和28年12日.
34･森永 寛:農村民の医学的研究
第 1報 農村に於ける鈎虫症の臨休統計的観察
岡山大学温泉研究朗報昔 (14)45,昭和29年3月.
35.森永 寛:農村民の医学的研究
第2報 岡山県西南部2-3の農村に於ける甲状腺麓の施大慶と頻度に就いて
岡山大学温泉研究所報告 (14)51,昭和29年3日.
前 年 度業 横題 目に鴇載漏 れの論者
36.田中良憲,丹下智司,高取.TLか･産婦人科領域における温泉療法の経験 (1)
帯下及び慢性附属器炎の温泉療法
日本淀泉気候会誌 17(1),17,昭和27年12月,
37.田中良憲,高取碩 :産婦人科領域における温泉療法の経験 (2)
温泉俗を契機として治癒せる尿管陸濠の1例
日本温泉気候会誌17(1),21,昭和27年12月.
38.田中良憲,岡田俊郎:産婦人科領域における温泉療法の経験 (3)
温泉療法が婦人基礎体温に影響した1例
日本温泉気院会誌 17(2),6,昭和28年3月.
